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「横浜マラソン 2025」への救護ボランティア(FR隊)へのご協力のお願い 

 

 深緑の候 ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。  

日ごろから、横浜マラソンの大会運営にご理解・ご協力を賜りまして、厚くお礼申し上げます。 

本年 10月 26日（日）に開催を予定しております「横浜マラソン 2025」に向けて準備を進めている

ところですが、開催にあたっては、企業・団体・関係諸機関にご協力いただき、ボランティアの皆様

に大会を支えていただく必要があります。 

 つきましては、大会をより安心・安全に運営するため、コース沿道上で、救護ボランティア・ＦＲ

隊（First Responder；事故などの現場に最初に到着する緊急対応要員）としてご支援いただきますよ

う、お願い申し上げます。 

 

１ 日  時 

令和７年１０月２６日（日） 

※時間については、従事場所により異なるため、業務説明会でご案内します。 
 

２ 内  容 

コース等におけるランナー等の観察や一次救命処置、救護所サポートなどの実施 
 

３ 業務説明会 

  （１）日時：９月２８日（日） 午後２時から午後４時 

（２）場所：横浜市立みなとみらい本町小学校（横浜市西区高島 1-2-3） 

 

４ 大会概要 

（１）大会名：「横浜マラソン 2025」 

（２）主 催：横浜マラソン組織委員会（横浜市･神奈川県･横浜市スポーツ協会ほか） 

（３）参加者：29,200人 

 

 

【問い合わせ】横浜マラソン組織委員会事務局 

担当：刀祢明(とねあき) 

電話：045-226-5036、✉medical@yokohamamarathon.jp 
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「横浜マラソン２０２５」救護ボランティアへのご協力について

「横浜マラソン」の開催にあたっては、企業・団体・関係諸機関にご協力いただき、ボランティア

の皆様に大会を支えていただいております。

大会をより安全・安心に運営するため、マラソンコースの沿道上で、救護ボランティア・ＦＲ隊

（First Responder；事故などの現場に最初に到着する緊急対応要員）としてご協力いただきます

よう、お願い申し上げます。

＜大会概要＞
大会名：「横浜マラソン2025」
主 催： 横浜マラソン組織委員会（横浜市･神奈川県･横浜市スポーツ協会ほか）
参加者： 29,200人

業 務：コース等におけるランナー等の観察や一次救命処置、救護所サポートなど

日 時：2025年10月26日（日）

※従事時間は、従事場所により異なるため、業務説明会でご案内します。

業務説明会：2025年９月28日（日）午後２時から午後４時
横浜市立みなとみらい本町小学校（横浜市西区高島1-2-3）

※ボランティアに参加いただく方は、必ずご出席ください。

配布物：ボランティアウェア・キャップ等



傷病者を発見するために観察する
オールスタッフ（ボランティア・
警備員・スタッフ）による目

ファーストレスポンダー隊（FR隊）

FR隊員A FR隊員B隊長

FR隊長：AEDを所持し隊員を指揮しながら担当エリア
の救護活動を行う

FR隊員：無線機と車椅子を持ってコース上にて観察、
傷病者を発見したら救護活動を行う

■すべての医療的判断は
ブロック内の救護チー
ム・救護所が行う

■ブロックごとに各救護
所をトップとし、救護
の指示命令を行う

現場での救護体制

医療救護本部 救護所（14か所）

医師リーダーの判断指示を受
ける
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横浜マラソン 医療救護体制

モバイルAED隊 ドクターランナー・ナースランナー・救急救命士ランナー

連
携

＜2024大会救護スタッフ＞

医師62人、看護師39人、メディカルランナー96人

ＦＲ隊441人、モバイルAED隊20人、

救護コーディネーター28人、市消防局65人、その他30人




